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        今年度入部された４人をはじめ、新人の方を中心に

１６人もの参加となった。歩きやすい登山道、山頂で頂くおしるこ等、

新人の方には満足いただける山行内容だったように思う。 

今後の山行にも積極的に参加頂いて、山の楽しさを知ってもらいたい。

 

苦手でどうしても皆より遅れてしまうが、降る時のこつを教えてもら

いながら自分のペースを守って慎重に降りる。どうやらバランスを崩

しやすいようなので、次はストックを使ってみようと思う。帰りの車

では爆睡。亀山さん、運転ありがとうございました。 

      早朝、本社駐車場に到着。既に来ていた数名のメンバーと挨拶を交わし、準備運動をしなが

ら皆の到着を待つ。10月の社内登山以来、山岳部に入部してから初めての山行に少し緊張していたものの、

師匠・亀山さんの到着にほっと一安心。3 台の車に分乗していざ出発！と思いきや、あれ、1 人足りない

ような……1 名の現地集合が決定した。登山口に着くと、さすがに空気が冷たい。登り始めれば体は温ま

ってきたが、冬の山では冷えるのも早いからと忠告され、上着は脱がないことにした。道は岩だらけで、

150cmあるかないかの私には足を上げるのも大変なこともあった。ボルダリングジムのお兄さんの「体全

体で登れ！」との言葉を思い出しながら何とか進んでいく。途中、短いながらも幅の狭い尾根(?)を通る時

は少し怖かったが、ここも無事通過。吉村さんが「標高の割に登りごたえのある山」と言っていた意味が

分かった。不覚にも足をつったりもしたが、漢方とメンバーのフォローのおかげで大事には至らず山頂ま

で辿り着くことができた。山頂は強めの風が吹いており、動いて温まった体もすぐに冷える。その中で食

べるおしるこは最高においしかった。最後にメンバー全員で記念写真を撮ってから、下山を開始。降りが

 CL:吉田、SL:小田、津田、

北角、田口、ﾃﾙｾﾛ、山田、亀

山、神戸、山口、杉本、天野、

西尾、松浦、木内、根芝（記）
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07:00 刈谷発 
09:15 登山口発 
09:55 一本 
10:56 一本 
12:15 山頂・食事・ 

おしるこ 
12:55 下山開始 
14:10 一本 
14:55登山口着 
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